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保育者のメンタルヘルスに関する国内外の研究の動向と展望
─ 学校教員を対象とした研究を参考に ─

加藤　由美　・　安藤美華代 *

　保育者のメンタルヘルスに関する研究の動向を明らかにすることを目的として ,海外の先
行研究を概観した。検索された27の研究の中で，保育者のバーンアウトに関する研究は12，
ストレスに関する研究は７，仕事の満足度に関する研究は６，効力感に関する研究は３，対
処法に関する研究は３であった。これらを国内の研究と比較するとともに，学校教員のメン
タルヘルスに関する研究も参考としながら分析を行った。その結果，保育者のメンタルヘル
スに関連する要因として，職場環境や職務内容，時間管理，賃金，職種，職員等や子どもと
の関係，ソーシャルサポート，経験年数，仕事への関与等が挙げられ，国内の研究や学校教
員を対象とした研究との類似点，相違点，今後の課題が示された。
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１．はじめに
　国内においては，近年，保育ニーズの多様化等に
伴い，幼稚園教諭や保育士（以下，保育者と略記）
の勤務環境が厳しくなっている。
　保育者の身体的疲労感，慢性疲労徴候の訴えは高
く1），保育現場における労働条件のストレスは看過
できない状況にある2）。保育者のストレスに関して
は，既に多くの調査がなされており，保育者のスト
レスが高いことが示されている3）4）5）6）。
　特に，経験年数の少ない新任保育者はストレス耐
性力が低く7），若い保育者ほどバーンアウトに陥る
危険性が高いことが指摘されている8）。
　様々な困難を抱えやすい新任保育者のメンタルヘ
ルスに関する国内の先行研究の概観を行った加藤・
安藤（2012）9）は，以下のような点を明らかにした。
　まず，新任保育者の困難に関する要因としては，
仕事量の多さや時間，多忙性等の勤務環境や，保育
技術の未熟さや知識不足といった保育技能の問題，
職場の人間関係の問題が挙げられた。また，困難へ

の対処法としては，勤務環境の整備，職員同士の保
育観の共有，保育者効力感の向上，対人関係能力の
向上，問題・ストレス対処法を身に付けることが挙
げられた。
　以上のように，国内においては保育者のメンタル
ヘルスに関する研究報告が多数みられ，その研究の
動向が把握されている。一方，海外においても，保
育者のストレスやバーンアウト，離職等に関する報
告がみられる10）11）12）13）。しかし，海外の保育者の
メンタルヘルスに関する研究報告は十分に把握され
ていない状況にある。
　保育者のメンタルヘルス対策に有効な手立てを探
ることを目的として，本研究では，海外における保
育者のメンタルヘルスに関する研究の動向を把握す
るため，過去24年間の先行研究の概観を行い，国
内の研究と比較した。なお，今回は，保育者と同様
の対人援助職であり，そのメンタルヘルスの問題が
懸念されている学校教員 14）を対象とした研究の動
向も併せて把握し，保育者のメンタルヘルスの問題
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を考える上での示唆を得たいと考えた。

２ ．保育者のメンタルヘルスに関連した先行研究の
概観

文献選択の基準と検索方法
　概観するために選択された文献の基準は，保育者
のメンタルヘルスに関するものとして，⑴保育者の
困難やストレス，バーンアウトの要因に関するもの，
⑵⑴を軽減させるための対処法等に関するものとし
た。本研究の目的に合った文献を選択するために，
電子ジャーナルデータベース（APA PsycINFO, 
PubMed, Google Scholar, CiNii）を使用した。
　キーワードとして「保育者」（caregiver, caretaker, 
preschool teacher, nursery and kindergarten teacher），

「保育士」（childcare worker, nursery school worker），
「ストレス」（work stress, occupational stress），「ス
トレッサー」（job stressor），「困難感」（feeling of 
difficulty, psychological distress），「バーンアウト」

（burnout），「メンタルヘルス」（mental health），「促進」
（promotion），「効力感」（efficacy），「対処法」（coping），
「介入」（intervention），「予防」（prevention），「プロ
グラム」（program）を用いた。年代は，1990年～
2014年（過去24年間）に限定した。なお，選択に
当たっては，検索によって得られた題名，アブスト
ラクト，キーワードにより，本研究の目的に合わな
いものは除外した。

分析の方法
　分析にあたっては，保育者の困難の要因と対処法
に関する研究を行った加藤・安藤（2012）9）および
教師バーンアウト研究において，バーンアウトの要
因に関するメタ分析を行った落合（2003）15）の手法
を参考とした。具体的には，対象となる先行研究を
縦軸に，困難やバーンアウト等に関連する要因を横
軸に示し，該当する要因に印をつけて一覧表にまと
めるという方法である。なお，本研究の分析に関す
る示唆を得るため，保育者と同様に子どもに関わる
対人援助職である学校教員のメンタルヘルスに関す
る研究との比較を行った。

３．結果
　検索された文献の内，本研究の目的に合っている
と判断した海外の文献は27であった。その内，メ
ンタルヘルスに関する要因として，保育者のバーン
アウトに関する研究は12，保育者のストレスに関
する研究は７，保育者の仕事の満足感に関する研究
は６，保育者の効力感に関する研究は３であった。

保育者のメンタルヘルスを保持増進させるための対
処法に関する研究は３（以上の研究は一部重複）で
あった。表１に①ストレス，②バーンアウト，③効
力感，④仕事の満足感，⑤対処法に関連する要因を
示した。なお，検索時のキーワードには含まれてい
ないが，「仕事の満足感」（job satisfaction）に関す
る文献が複数検索されたため，表１に取り上げるこ
ととした。表１の「①～⑤に関連する要因」として
●が多く付されている項目を中心に取り上げて報告
する。

【職場環境】
　ストレスやバーンアウトの要因について検討した
19の研究のうち，職務との関連 16）17）は13，労働環
境 18）との関連は10，職種との関連は７，賃金との
関連は５，時間管理については２の研究が指摘して
いた。
　職務に関することとして，不明確な曖昧な仕事状
況への葛藤13），仕事役割の競合と役割の曖昧さ 19），
業務役割の曖昧さ 20）がバーンアウトの要因である
ことが指摘されていた。
　また，幼稚園教師は，わずかに感情の消耗感を経
験するのに対して，保育労働者は非人格化，個性喪
失の感情の消耗感をより経験していた 21）との報告
から，幼稚園教師と保育労働者という職種による違
いが見られた。そして，公立に勤務する者は，私立
に勤務する者よりも仕事そのものや管理者に満足し
ており，仕事の満足感と職場環境は，公立の幼児教
育者の感情の消耗にネガティブに寄与していた11）。
バーンアウトにつながる情緒的消耗感は，管理職や
非正規保育者よりも常勤保育者で高く，それは職場
での仕事量の多さと関連していた17）。
　少数であるが賃金との関連が報告されており，昇
進の機会，仕事の選択肢の有用性が知覚されている
ことが，離職の意図に著しく関係していたとの報告
もあった18）。
　公的機関に勤務する者は，民間機関に勤務する者
よりも，良い給与，福利厚生等を得ている 22）こと
から，仕事の満足感が高い11）23）と推察された。

【対人関係】
　ソーシャルサポートとの関連は８，職員等との関
係は６，子どもとの関係は６の研究が指摘していた。
　職員とのコミュニケーション ,ソーシャルサポー
トの低さや欠如 13）24）がバーンアウトにつながる要
因となっていた。また，職員との人間関係が保育者
のストレス源となっていた25）。
　スーパーバイザーと協働者がよりよい関係である
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2010Li Grining, C. 教師 ●● ●ヘッドスタートの

2007McGrath B.J. 保育士・幼稚園
●● ● ●教諭168名

2006Tsai E. 幼稚園教諭 ●（女性） ● ●

2001Viv M. 初任教師 ● ● ●

1996Todd, C.M. ● ●保育従事者

1995 ● ● ● ●幼稚園教諭８名 ●Kelly, A.L.  73）

2001Michàl E. ●児童福祉職員 ● ● ● ● ● ● ● ●

2013 教諭 ●Konstantina R. ● ●保育士・幼稚園 ●

2005Noble K. 幼稚園教諭，小・ ● ●中学校教諭 ●

2002James T. ●● ●保育者63名 ●

1998 ●Goelman H. 保育従事者 ● ● ● ● ● ●

1994 ● ●保育従事者Lutzky S.M.  74）

1994 ● ●Elizabeth E.M. ●保育者188名

1993A. Hisashige.
保育者719名，事

● ● ● ● ●務職員204名

1993 ● ●保育従事者 ● ● ●Elizabeth E.M. ● ●

1991Kim F.T. ●幼稚園教諭 ● ● ● ● ● ● ● ●

2006 幼児教育者Nikolaos T. 175名 ● ● ● ● ●

1993 ● ●Andrew J. S. 保育従事者 ● ● ●

Ying G. 2011 ● ● ● ● ●幼稚園教諭48名

2010Szu-Yu C. ●児童福祉職員 ●

2010Yeon H.K. ● ●幼児教育者

2010Charles A.
保育従事者

● ●538名 ●

2010 ● ●児童福祉職員 ●Kathleen C. F.

2009 ● ●幼児教育者Steven J. H.  75）

2009Kwok S.W. ● ●初任幼稚園教諭 ● ●

2009 ● ●Jennifer J. 児童福祉職員

Fuhua Z. 1997 ● ●教師90名

⑤
対
処
法研究代表者 発行年

①～⑤に関連する要因

対象

表１　保育者のストレス，バーンアウト，効力感等に関連する要因
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注）　表中の「環境」は「労働環境」，「時間」は「時間管理」，「サポート」は「ソーシャルサポート」を意味する。
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場合は，有意に個性喪失の低いレベルが報告されて
おり20），人間関係の良好度はメンタルヘルスに強く
関連している26）と考えられる。
　また，子どもへの関与が高いレベルの教師が，ス
タッフの協同作業の高いレベルの園で働く教師の効
力感と強く関連していた 27）との報告から，保育者
としての効力感には，保育者同士の連携のあり方も
関わってくることが伺えた。
　子どもとの関係においては，学級内の社会的相互
作用の質が低く，子どもの行動管理に苦慮すること
が高いストレスとなっていた28）。

【個人のあり方】
　経験年数との関連は７，仕事への関与との関連は
４，性格，性との関連はそれぞれ１の研究が指摘し
ていた。
　経験年数が２～８年が最も仕事のストレスや転職
が多く，転職の割合は最初の２年間が高い 29）との
報告がある。また，幼児の教師は他の教師の初年時
に比べて，平均的にバーンアウトのレベルが低い。
しかし，初等，中等教育の教師が就職後，徐々にバー
ンアウトが増加するのに対して，幼児の教師は２年
目には明らかにバーンアウトが増大している 30）と
の報告や年齢とバーンアウトの関連性を指摘した研
究 12）20）もあった。
　仕事上の関与の低さ24）は転職や離職の意図を予測
する要因の１つとなっており，業務における高い自
主性31）とバーンアウトとの負の関連が示唆された。
　教師が積極的に自分の仕事に影響を与える協議プ
ロセスに関与すること32）や，職員の成長に焦点を当
てたミーティングと子どもの相談に関するミーティ
ングは，感情の枯渇に逆らい，仕事の満足度に関係
していること18），保育者は子どもに関わるという基
本的な仕事に集中する時間がある時に幸福を増大す
ること33）から，保育者本来の職務に積極的に取り組
めるようにすることの大切さが指摘されていた。

【対処法】
　主に感情に焦点を当てたスタイルよりも，問題に
焦点を当てた対処スタイルが効果的である 34）との
指摘があった。また，教師のための行動管理の方法
とトレーニングを行った結果，自身の教育実践につ
いてのより前向きな感じ方と同様に仕事をコント
ロールできる感覚が向上したとの報告35）や，保育
者のストレスへの対処法として，祈る，瞑想，スト
レスフルな場面のための計画をたてる等，実践的な
アプローチが提供された事例の報告36）も見られた。

【学校教員を対象とした研究】
　次に，学校教員を対象としたメンタルヘルスに関
する研究の概要を把握するため，前述の文献選択の
基準の「保育者」を「教師」（school teacher）とし，
同様の方法で検索を実施した。本研究の目的に合っ
ていると判断した25の研究について，学校教員の
ストレス，バーンアウト，効力感等に関連する要因
を表２に示した。

（職場環境）
　職務との関連は９，労働環境との関連７，時間管
理との関連は４，職種との関連は２の研究が指摘し
ていた。これによると，職務における葛藤37），具体
的には役割の曖昧な職務や実施困難な職務に関する
ストレッサー 38）が挙げられた。また，労働環境39），
時間管理 40）41）も教師のストレス源となっており，
常勤であること 40）との関係性も示唆された。管理
職との葛藤 42）も含めた学校組織特性という労働環
境が直接バーンアウトに影響を及ぼすとの報告 43）

もあった。

（対人関係）
　職員等との関係は10，子どもとの関係は６，ソー
シャルサポートとの関連は６の研究が指摘していた。
　対人関係の悪さがストレスに悪影響を及ぼす重大
な要因である44）として，教師同士の関係の重要性45）

が指摘されていた。学校内のコミュニケーション46），
同僚との円滑な人間関係がもてるよう職場環境を整
えること47），上司・同僚からのサポートの有用性43）

44）が示唆された。また，子どもの問題が大きなスト
レス源となっているとの報告48）もあった。

（個人のあり方）
　経験年数との関連は７，性との関連は５，仕事へ
の関与との関連は２，性格との関連は１の研究が指
摘していた。
　教師としての経験年数がストレスに影響してい
る39）45），若い教師はバーンアウトが高く 48），新任
教師の効力感は受け取ったサポートに関連してい
る 49）50）との報告があった。また，教えることの効
力感と仕事の満足感との関連 51）52）や，女性は男性
よりストレスが高い 40）44），女性は子どもの行動に
よる学級のストレスを感じているとの指摘53）もあっ
た。また，家庭の問題がストレスになっているとの
報告41）もあった。

（対処法）
　どの年代の教師も，職員が最もストレスを感じる
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対象である 54）ことから，職場の人間関係改善や対
人関係のコミュニケーションスキルの向上を目指す
ことの必要性 42）54）が指摘されていた。
　ストレス反応には職場におけるストレッサー認
知，コーピング等が複合して寄与している45）ことか
ら，教師自身のコーピング採択の自己認知の促進55）

についての指摘もあった。また，特徴的なストレス

の要因と対処法を明らかにする，非合理的な信念を
適切な考え方に代えるといった教師のストレスを軽
減するためのストレスマネジメントプログラムの実
践に関する報告 56）もあった。

４．考察
　海外の研究においても，職場環境・職務内容等が，

2014 中学校教師
413名 ● ●Sophia A.  76） ● ● ●

中尾 2011 小・中・高校教 ● ● ●師1289名 ●

2010 ●教師1430名 ● ● ●

藤原

Klassen, R.M.

2008
幼・小・中・高・
特別支援学校 ●● ● ●
教師1881名

髙木 2006 小・中学校教 ● ●師3701名 ●

2006 師493名
小・中学校教 ●A.S. Antoniou ●

斉藤 2004 中学校教師
214名 ● ● ● ● ●

後藤  77）　 2000 小・中学校教
師265名 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1990 小・中学校教師238名 ●● ●Pauline R.O’C. ● ● ●

関山 2009 小学校教師 ●●297名 ● ● ● ●

松尾 2008 小学校教師 ● ●367名 ●

2001 教師Saul N.J. ● ● ● ● ●

中川 2000 ●●師259名
小・中・高校教 ●

Max S. 1992 中学校教師
204名 ● ● ● ● ●

2012Collie R.J ●小・中学校教
師664名 ● ● ● ●

髙木 2003 小・中学校教 ●師710名 ● ●●●●●

2012 ●教師14名

貝川

Ji Y. Honga  78）

2009 小学校教師 ●287名 ●

宮下 2009 小・中学校教 ● ● ●師1208名 ●

八並 2001 高校教師 ● ●326名 ● ●

2012Rune H.  79） ●教師192名 ● ●

2010Einar M.S. 小・中学校教 ● ●師2249名 ● ●

2007Megan T-M. ● ●教師（新任・経
験者）255名 ●

2005Anita W.H. ● ●教師55名 ●

2012 ● ●教師99名Abbas A.Z.  80）

表２　学校教員のストレス，バーンアウト，効力感等に関連する要因

注）　表中の「環境」は「労働環境」，「時間」は「時間管理」，「サポート」は「ソーシャルサポート」を意味する。
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保育者のストレスやバーンアウトに及ぼす影響が指
摘されていた。これは，仕事の多さ，時間の欠如57），
業務量の多さ，多忙さ58）が精神的健康に影響を与え
るという国内の研究報告と同様であった。保育者の
労働時間が長い程，仕事の処遇への満足度は低く，
疲労感や業務が過重であることへのストレスが大き
い 59）ことから，保育者が仕事の満足度を得るため
には，労働条件を整えること60），職場環境の整備26）

が重要であると考えられる。
　今回，海外の研究において指摘されていた「不明
確で曖昧な仕事状況が保育者のメンタルヘルスにネ
ガティブな影響を与える」13）19）31）ことは，国内の
研究においてはあまり指摘がなされていなかった点
である。これに関しては，国内でも同様の傾向が見
られるのかどうか，更なる分析が必要である。
　また今回，保育士か幼稚園教諭かという職種の違
いや，公立か私立か，常勤か非常勤かといった職場
環境や職務状況の違いが保育者のメンタルヘルスに
異なる影響を与えていることが窺えた。
　そして，新人から４，５年目までは対人的不安が
漸増する61），経験年数が短いほどバーンアウトに陥
る危険性が高い8），新任はベテランに比べてストレ
スが高い 62）といった国内の研究報告と同様に，保
育者の経験年数とメンタルヘルスとの関連について
も示唆が得られた。
　国内においては，職員同士の人間関係が保育者に
とって大きな負担となっていることが多数指摘され
ているが 3）4）5）6）63）64）65），海外の研究においては，
この点に着目した報告はあまり見られなかった。し
かし，職場のコミュニケーションやソーシャルサ
ポートの重要性については指摘がなされていた。
　また，抑うつ感が効力感に関係していたとの報告
があり66），効力感の低い保育者をサポートすること
の必要性 67）が指摘されていた。国内においても，
効力感は，一般的・精神的疲労を軽減するのに有効
な要因であり68），保育職のやりがいや保育者として
の働きがいに影響を与える 5）69）との報告がある。
そのため，日常の保育活動で要求される保育スキル
に関して自信が持てる 58）といった保育者としての
効力感を高めることが大切であると推察された。
　保育者個人のあり方として，積極的に自分の仕事
に関与することの大切さが挙げられたが，これは，
主体的に仕事にかかわる態度の大切さを指摘した国
内の研究70）と同様であった。
　対処法に関しては，問題に焦点を当てた対処スタ
イル，行動管理の方法とトレーニング，ストレスへ
の対処法等の実践的なアプローチの方法が報告され

ていた。国内においても，「問題直視・認知操作」
型のコーピングの有用性46）や問題中心コーピング，
援助希求コーピングのレパートリー，スキルを身に
付けるための心理教育8），自己主張の仕方のスキル
71) や社会的スキルトレーニング等72) の導入の必要性
が指摘されている。人間関係の改善や対人関係スキ
ル向上を目指すプログラムの必要性については，学
校教員を対象とした研究においても同様の指摘がな
されていた。

５．まとめと今後の課題
　保育者のストレス，バーンアウト，効力感等に関
連した海外の先行研究を概観し，国内の保育者を対
象とした研究と比較するとともに，学校教員のメン
タルヘルスに関する研究も参考としながら，保育者
のメンタルヘルスに関する研究の動向を明らかにし
た。
　その結果，職場環境や職務内容等が保育者のスト
レスやバーンアウトに影響を与えていること，経験
年数とメンタルヘルスとの関連，効力感，対処法等
に関しては，国内の研究と同様の報告が見られた。
また，これらの内容は，業務量の負担軽減や職場環
境の整備，対人関係スキルの向上の必要性等につい
て指摘のあった学校教員のメンタルヘルスに関する
研究の結果と共通する部分が多く見られた。
　一方，不明確で曖昧な仕事状況が保育者のメンタ
ルヘルスにネガティブな影響を与えるといった国内
ではあまり指摘のなかった点に関する報告がなされ
ていた。また，国内の研究では保育者のメンタルヘ
ルスに及ぼす影響が大きいとされている職場の人間
関係に着目した研究はあまり見られなかった。今回
の結果では，保育士か幼稚園教諭かという職種の違
い，公立か私立か，常勤か非常勤かといった職場環
境や職務状況の違いが保育者のメンタルヘルスに異
なる影響を与えていることが推察された。
　保育者のメンタルヘルスの問題を考える上では，
メンタルヘルスに影響を及ぼす要因に関するより詳
細な分析を行うとともに，保育者の職種の違いや勤
務環境，職務の状況に応じ，経験年数に配慮しなが
ら，仕事の満足感が得られるようにすること，適切
な物の見方や行動の仕方，対処法を身に付ける機会
を設けること等が必要であると考えられる。
　そうした意味から今後は，職種や職務内容，経験
年数等，保育者の置かれた状況に応じた有効な対処
法について明らかにすることや保育者個人のあり方
と職場環境の改善という双方向からのアプローチに
ついて検討することが望まれる。
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